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研究成果報告

今後期待されるシリコンフォトニクスなどの光・電子機能集積回路において、そのデータ入出部への高密度

配線には高速な情報を伝送できる光ファイバの適用が期待されている。しかしながら、既存の光ファイバで

は狭スペースでの高密度配線は不可能であった。そこで、従来の光ファイバと集積回路間を接続するため、

高密度に集積回路周囲に配置可能で、かつ曲げに強い新しい光ファイバ構造を提案し、その実現性を示すこ

とを目的として研究を進めてきた。 

以下に、主な研究成果を示す。 

【１】 曲げに強い新たなマルチコア光ファイバ構造の提案 

 光ファイバと異なるモードフィールド径を有する光集積回路に効率良く光結合するために、屈折率の異な

る２種類のコア層を有するスポットサイズ変換機能を設けた（図１）。また、曲げに強い特性を実現するた

めに、光集積回路側の光ファイバの屈折率差Δｎ０を可能な限り大きく設計した（図２）。 

図１ ２重コア型スポットサイズ変換構造  図２ 屈折率分布（左：光ファイバ側 右：集積回路側） 

以下に結果を示す。図３に示すようにモードフィールド径は約半分の値に変換されており、一般の光集積回

路との結合を 1.0 dB以内にできることが明らかとなった。また、曲げ半径 15 mmにおいて損失 0.5 dB以内

に抑えることができることから、配線も含めたモジュールパッケージのコンパクト化が期待できる。 

図３ モードフィールド径    図４ 曲げ半径と過剰損失との関係 

（左：光ファイバ側 右：集積回路側） 

【２】 簡易な表面光結合方法の提案 

 光集積回路と光ファイバとを効率的に接続するために行う調心工程は時間がかかることが課題となってい

た。それを解決するため、可視光の回折光を用いることによって、調心工程の可視化を図り、大幅に工程短

縮可能な光結合方法を提案し、シミュレータによりその妥当性を確認した（図５）。これにより、光集積回

路の製造コスト低減に繋がることが期待される。 

 以上の結果より、光集積の概念的拡張である 

「チップ・配線機能集積化」の実現可能性を示した。 

本成果により以下の賞を受賞した。 
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